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第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

４．パルス変調（PAM ，PWM ，PPM ）
３．角度変調（FM ，PM ）の基礎

サブテーマメインテーマ

通信工学概論

フーリエ解 析

通信システムの構成，電気通信で扱われる情報

１．フーリエ級数の基礎

１．振幅変調（AM ）の基礎

工学専門知識の創造的活用能力の養成
国際的な受信・発信能力の養成

３．フーリエ変換の定義と諸性質
４．各種関数のフーリエ変換

授業目標
フーリエ解析では，フーリエ級数とフーリエ変換の定義を理解し，各種信号波に対して計算ができること．

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。

2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達成
とする。

学習・教育目標

信号の多重化では各種方式の違いを理解すること．

アナログ信号の変

アナログ信号の変調では，振幅変調，角度変調，パルス変調の特徴を十分に理解すること．特に，振幅変調では
周波数スペクトルを用いて説明ができること．
信号のディジタル変調では，その基本的構成と原理を理解すること．

アナログ信号の変
信号のディジタル

フーリエ解 析

社会要請に応えられる工学基礎学力の養成

アナログ信号の変
アナログ信号の変

２．各種信号波のフーリエ級数

２．振幅変調の各種変形方式

伝送路では，伝送線路の基本解析ができること．

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観でますが、参観欄に×印がある回は参観で
きません。)

フーリエ解 析

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。

産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能
力の養成

フーリエ解 析

　一般に通信システムでは，伝えたい様々な情報を電気信号に変換して情報伝達を行っているが，情報を高速か
つ経済的に品質を低下することなく伝送することが重要となる．本講義では，そのために必要となる原情報と伝送
信号間の変換理論（変復調の理論），伝送路の特性に関するハードウェア技術，および多種多様な通信網の構成
と機能を理解することを目的としている．特に，全体を通して重要となる周波数空間の概念については，フーリエ解
析に十分な時間をかけて説明を行い，理解の徹底を図る．
準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識)

電気回路，電子回路，電磁気学，物理学（特に波動）

学習・教育目標の達成度検査

工学倫理の自覚と多面的考察力の養成

051491
0514500
050111
データ通信 Telecommunication Engineering

後期

芹澤弘秀、大久保進也

制御情報工学科5年生

授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)

1高専単位
必修

講義

物質工学科棟２F S５HR



第11回
第12回
第13回
第14回
第15回 ×

評価方法：

評価基準：

教科書等
先修科目
関連サイトの
URL
授業アンケー
トへの対応

電気回路，電子回路

定期試験の平均成績（レポート点も含む）を90 ％、授業への積極姿勢（授業態度、出席状況等）を10 ％として評価
する。60 点以上を合格とする。

オフィスアワー：水曜日以外の午後４時半～６時（於　専攻科棟２階、大久保教員室）

提出期限：出題した次の週

通信工学概論 山下不二雄，中神隆清 共著　森北出版 2,310円，授業毎にプリントを配布する。

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に
使用することがあります。

後期試験70%、課題レポート10%,　自己評価5%、授業態度(ノート検査等)10%、欠席減点5%

分からない事柄に関して，授業途中・授業以外の時間に関わらず，随時質問を受け付けるように
する．

備考
2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ
連絡してください。

評価方法と基準

提出場所：授業開始直後の教室

出典：授業終了時に演習問題のプリントを配布etc.

１．各種伝送路とその適応性伝送路
信号の多重化

３．光ファイバー
伝送路
伝送路
後期末試験

課題

２．伝送線路の基本解析


